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【目的1拡散画像は、体内組織 の 水の ブラウン運勸 を反映 した面像で 急性期脳梗塞の 診断に応用 され て い る。叙 生期脳梗塞で は

早 期 よ り細胞毒幽孚腫が進行 し、水拡散能が低下す るこ とが 知られ て い る。その 原因の
一

っ として細胞内の 微小管の 構造解

離や細胞内器官の破壊な どによる細胞内粘度の 上昇が挙げられ る。そ こで 、 今回我々 は、牛血清アルブ ミン（以ドBSA）とポリビ二

1レピ 卩リドン（以下 EコVP）を試 料と し、 そ の 窄「渡 と拡散画像の 関係を調べ た の で報告する。
【装置，器具，試料11 ＞SエGNA　HQraizon　Lx　1．　5T ：GE 社 2）隙 Vision　M ．5 ：株 式会社工1レエイシステM

“
3）RE80型 粘度計 ：

東機 産業i株式会社 4 ）VM150H 亘低温循環垣温槽 ：東機産業株式会社　5）CI −3ZO」直湘培養器 ：株式会社東洋製作所　6）

TN−2屍 ミスタ温度計 IUCHIDA 献 会社　7 ）ファントム 4．451，2〔hd 円柱ボ リエンビ容器　8）欝 斗　イ＞Cl〔Fl585　Ager　Powder （寒

天） 牛血清アルブミンBovin　SennAlbumin（BSA）ポ リビニルヒ
e
　Pリドン Poly　Vinyl恥 甅don　PBS （P ：リン酸，　B ：緩働液，　S ：NaCl）：

和光純薬工業株式会社　ロ ＞J［SZ8809粘度校正用標準液 ： 日本グリ
ー
蜘 絵 社
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モ1膿度の BSA ，　WP を作製する。　 ロ ＞25℃一

定温

度 にお い て 標籥夜に て 校 正後 イ）の 試料の 粘度を測定する。ハ ）温 度を 36℃に変化 し、n ）と同様な方法で 粘度を測定す

る、二 ）25℃，36℃ に お ける BSA ，　P＞P 試料の 濃度と粘度の 関係を調べ 検討す る。2＞温度 と粘 度の 関係　イ）20℃〜38℃

まで 2℃づっ 温度 を上昇させ、1）イ）試料の 粘度を測定する、ロ ）BSA ，　 PVP 灘 1の 温 度変化に よる粘度の 関係を調べ る。
3 ）MRI 撮縁　イ）7アントム作製 4．451の 容器に 5％濃度の 寒天 をい れベー

スとし、そ の 中に、1＞イ〉の 試料を封入 した 20ml

の 容器を入れ、 MRI 撮像用ファントムを作製する。ロ ）拡散強調画像，拡散係数画像 佛⊃C）の 撮像 ファントム撮像条件 Head　Coil
SE／EP琺 TR5000msec　TEI伽 sec 　FOV22 × 22cm　Sljce「1”hickness　7．Oiim］一　SpaCing　2．Omm 　RBW 　91KHz 　Nexl．O　Option＝VB 　Ramp

Sarnpling（＋）b−Factor＝ O，400，700，1000にて 25℃，36℃ の 温度条件にてフル トムを撮像 した。　 ハ ）粘度 ・淵度 と拡散 （強調，係数）

画像の 関係を欄 する。

【結果h ）25℃，36℃ に おい ての 標準液粘度は、7．06，5。1で 校IEした。2 ）BSA ，　P＞P モ ノ膿 度 と粘度の 関係 （25℃，36℃）
5．15× 10

−3molA
ま では、　BSA ，　PVP の iル濃度が 高くなるにつ れ粘度園増 し、その 増加の 仕方はほ ぼ同様の 弟頃向を示 した。し

か し 、
モ1膿 度5．15× 10

−3mo
］A と 5．88xlO

− 3mol
／1で は BSA の ＊膜 は あ ま り変化 しなか っ た。3 ＞霊跛 変化 に よる BSA ，　PVP

の 粘度の 関係 温度が高くな るに つ れ BSA ，　 PVP の 粘度は低 くな り、BSA
，
　 P＞P の モ ル 濃度が 高い ほ ど粘度変化は温度に影

響され る。4 ）粘度，温度と拡散強調画像の 関係い   PVP の 場含、25℃ b−・Facto＝400 を除い て拡散強調画像信号弓鍍 は粘度

が高くな るに従い 大きくな り、T2W 　imageとは逆の 傾向となる。また、25℃ の 方が、36℃ よ り信号 鍍 が約 70％高か っ た。
  8SA の 場合、　PVP の ように粘度と拡散強調画像信号弓鍍 に相関 は見 られ なかっ tc．しか し、粘度が高くな るに従し僑 号強

度は小さくなる傾向は見られた。尚、温度に よる信号弓鍍 比は PVP 同様に 25℃の 方が、約 7G％高か っ た。 5）粘度と拡散
係数画像 （．OC ）の 関係 b−Fact〔FO の 信号強度を SO，　b−Fact〔｝＝ 4eo，70e，IGOOの 信号強度を Sl とした時の、　ln（SO／Sl）よ り求

め た。拡散係数お よび 画像は、BSA，　 PVP 共 に粘度が高い 方が小 さレ埴 とな っ た。

1考察お よび結語 11 ）粘 性は、分子量 ・結合の 仕方 ・粒 子径 ・温度な ど複数の 要因に よっ て 決定 づ けられる。今回実験 し

た BSA ，　PVP の 分子量 ・粒子径および結合を考えて み る と、　BSA分子 量 68000 勘 9 結合 約 30μ m 　PVP 分子量 4000 重

合結合 約 51μ m 　で ある。モ1膿 度 5，15× lOT3molA 以 上で BSA の粘度カヨ変化しなか っ た の は、今回使用 した粘度測定器が

12Pt　m の ギャップ 間の ずり応力 とず り速度の 値か ら求 めてい るため、比較的不安定な BSA のタンパ ク結合が破壊され て しま うた

め だ と思われる。粘度は∂膿 度と温度に影響されるこ とが確か められた。2）
一
般的 に拡徹係数 は下式より表され粘度と温

度に関係する 。 D＝kT／6 π η R
。
　k：ボル ツマ ン 定数 η ：物質の 粘性抵抗 T：絶対温度 R

． 粒子の 半径拡散強調画像と拡散係数画

像 は、こ の 理 論を基 して い る。両者 の 関係は、拡散が大き けれ 磁 広散強 調画 像で郷 雷号、拡 散係数画像で 高信号 とな る。PVP

で は この よ うな傾向を示 し たが 、BSA では拡散強調 画 像では不安定な画像を 呈 した。しか し、拡 散係 数画 像で は安定 して い

た。こ の 理由と して考え られる こ とは、磁 揚の 不均
一

性、重合結合とタンパ ク結合に よるプ Pトンの 不安定1生などが考えられるが、
正確な原因は不 明 である。 しか し、 超急1生期脳梗塞の 細胞毒嵐 朝重は 種 々 の タンパ ク質力唸 まれて い るた め、臨床応用には、拡

散強調画像，拡散係数画像 ， T2W 　hnageの画像よ り診断するこ とが必 要 と思われ る。
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